	Comment by いわ子 下山: お尋ねがあります。
フォントを、UDデジタル教科書　でお願いできますでしょうか。
不安が不満に変わる前に
福岡市手をつなぐ育成会保護者会　会長　下山　いわ子	Comment by いわ子 下山: 不安が不満に変わる前に　は表題です　２段抜きでお願いします。
不安が不満に変わっていること、ありませんか？　	Comment by いわ子 下山: 不安が不満に変わっていることはありませんか？　は小見出しです
「保護者も支援者も不安が不満に変わる前に対応しないとね」という話を、今年に入って複数の方から聞きました。
　「どうしてこんな状態になったんだろう？何かあったのかな？」等の不安な気持ちが解消されないままだと、いつしか「（教員、或いは福祉事業所職員、或いは行政職員等の支援者に）いくら訴えてもわかってくれない」と不満に変化して、不満は積み重なって不信へ移行してしまう。不信は思いのほか次々と瞬く間に広がって、あれもこれも信じられなくなる。そうなってからでは、いくら話し合っても平行線になってしまう。
みなさんは、こんなことないでしょうか。
　 私は、そうか！そうだったんだ！と目から鱗でした。
保護者の間でもあるあるな話です。
例えば、「今までできていたことが急にできなくなった。学校以外では以前通りなのに。どうしたんだろう」「連絡帳を見ると、だめだめばかり。そんなにだめばかりなの？」「マイペースってよく書かれるけど、迷惑かけてるのかな？」という不安や疑問が湧いて相談する。
その不安に対して「定着していますからね」という返事や重要視されずそのままにされると、不安が残ったままになり、「定着したから仕方ないってこと？定着する前に支援を考えてくれるんじゃないの？改善の手立てを考えてくれないの？」「“できない”と書かれてばかりだけど、どう対応してもらっているのかは全然書かれてない。手がかかるって嫌われてるだけ？」「マイペースって、結局、管理しにくいってことじゃないの？」と段々不満に変わる。
その不満も通じないと「何を言っても伝わらない」と不信に変わり、不信に変わってしまったら、いくら話し合っても平行線になってしまい、「わかってもらえない」とあきらめる。
でも、自分で伝えることができないわが子（家族）だから保護者が言い続けないと、と気持ちを奮い立たせて伝えると、「モンスターペアレント」と言われてしまったり、なぜか他事業所まで「あの人はモンスターペアレント」と広がっていたり。それに、見えないところで子どもへの対応が冷たくなったら困るから黙ってしまう。溝は深まるばかり（涙）
育成会保護者会においてもある話です。
「自分の地区にグループホームを作ってくれないから会長は嫌いだ」と言われたことがあります。一緒に聞いていた人は「その不満を運動体の会長に向けるのは筋違い。」と言ってくれましたが、
「親が高齢になり、いつどうなるか不安」が募りに募っているのに解決できないので「会長が何もしてくれない」と不満に変わっているのです。
支援者からも「電話はクレームばかりで、いきなり怒られる。電話を取りたくない。疲弊していて、保護者からの話は構えてしまう。」という話も聞きました。
支援者も「どう支援すれば良いのか」と一生懸命考えて本人と向き合っているのに、いくら説明しても理解しない保護者といつのまにか溝が深まっている状態に悩んでいる方もいます。
保護者と支援者、お互いに理不尽なこともあるかもしれません。
　 では、どうしたら良いのでしょうか。
保護者は不満スイッチを押す前に、支援者は押される前に、建設的な話し合いができれば、不満への移行を防止できるのではないでしょうか。
　 建設的な話し合いとは、悩みや不安について、見解が違っても納得できたり、理解できる解決策や対策を示すことができるような話し合いです。先の見通しや将来に希望を持てるような話し合いだと考えています。
不満スイッチを押す前に　	Comment by いわ子 下山: 小見出しです
　では、不安から不満に変わるスイッチは、いつ押されるのでしょうか。
　「気持ちの対象が本人（障がいのある人）から、支援者に変わる時」と聞いて、またまた、なるほど！確かにと大きく共感しました。
　つまり「本人が、心配で不安」が、「支援者が、適切な支援をしてくれない等」へと主語が変化する時です。
　保護者も支援者も不満スイッチの存在を心に留めておいて、不満スイッチを察知し合うことが大事なのかもしれません。
そして、立ち話や連絡帳ばかりでなく、非常時から、座って向き合って話ができる場を設けることも大事になります。モニタリングの頻度や内容が必要に応じて機能していると良いと思います。
ひとりで悩まないで　	Comment by いわ子 下山: 中見出しです
　 それぞれ本人のことを思っているので「どうせ、言ってもわからんよね」よりも、本人への適切な教育・支援を考え合える方が、ずっと良いです。
　 そんなことわかってるけど、すでに溝が、、、という方も、ひとりで悩まないで、特別支援学校であれば支援専科の先生と、特別戦学級や通常学級に在籍されている方は特別支援教育コーデネーターの先生と、福祉サービスを利用している方は、特定相談事業所相談員の方と、一緒に建設的な場で話してみませんか。
困りごとを理解してもらうには、問題のない平常時を知ってもらっておくことが大切ですから、「何も問題ないわ」という時から、関係者と話をしておくことも必要です。
　 それから、なかまとも話してみませんか。
なかまと話してみませんか	Comment by いわ子 下山: 小見出しです

うまくレイアウトできないままで申し訳ありませんが、よろしくお願いいたします。
保護者が気軽に立ち寄れる、こじんまりな場を開いています♪
困っていることや悩んでいること、うれしかったことなど話を聞いてほしい。
他の人の話を聞いてみたい。情報を得たい。ほめてもらいたい。共感してもらいたい。等々なんでも。
遅れても、早く退出しても　OK
話を聞くだけでも　OK
守秘義務を守って、お互いを尊重しながら、安心して参加してもらっています。
お気軽にどうぞ♪　お待ちしています♡
遠慮なく育成会保護者会事務局までお問合せください～
◆場所　ふくふくプラザ４階　応接室３（福岡市中央区荒戸3-3-39）
◆時間　10：30～12：00
◆参加費　無料
◆対象　
①どなたでも（幼児・学齢期のお子さんがいる保護者の方もどうぞ）
4月18日（火）、5月22日（月）、6月は休会、7月18日（火）、8月21日（月）、
9月19日（火）
②幼児・学齢期のお子さんがいる保護者向け　かふぇ♡
　　　　　　4月24日（月）、5月16日（火）

◆表記以降の予定や感染状況、気候状況等中止の時（警報が発令された場合は中止）は、当会ホームページ・フェイスブックでお知らせします♪育成会保護者会事務局へものお問い合わせください♪
知的障がい者相談員に相談してみませんか　	Comment by いわ子 下山: 中見出しです
知的障がい者相談員が、相談にのってくれます。
相談員は、知的障がいのある家族をもつ保護者やきょうだいの方たちです。
電話相談と対面相談があります。
◆電話相談　
受付窓口の育成会事務局にご連絡ください。受付後、担当する相談員の連絡先を案内されます。
　・受付窓口（育成会事務局）　TEL  (713)1480　FAX(715)3561
　・受付時間　平日9：00～17：00
（土日祝日および年末年始（12月29日～1月3日）はお休み）
◆対面相談
ご相談は、おひとりででも、ご家族ご一緒でも、お友だちと一緒でも、どうぞ！
毎週水曜日に、時間内、相談員が待機しています。
・毎週水曜日、10：00～15：00、ふくふくプラザ4階　応接室２
・状況により、電話対応に切り替えられる場合もあります。上記受付窓口の育成会事務局までお問合せください。
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	Comment by いわ子 下山: ひとりでなやまいで　マークは最後にいれてください
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	Comment by いわ子 下山: 写真は、小見出しのなかまと話してみませんか　より後の文中に入れてください。
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